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「先駆けて 体育館に 空調機」 

〜⽂命中学校体育館の空調設備設置の成果と今後の展開を問う〜 

 

私は令和７年度決算質疑のなかで、特に下記２点の事業に注目して質疑を

行った。 

１． 中学校・施設整備事業費 

生徒が安全に活動できる環境を整え、地域避難所としての機能を強化する

ため、近隣自治体に先駆けて、文命中学校体育館に空調機を設置した事業で

ある。特に夏場に利用する生徒のスポーツ環境を充実させる成果を挙げてい

る。 

なお、地域避難所として利用された実績はまだないが、今後いつ発生して

もおかしくない地震や水害など自然災害時に真価が問われてくる。全国で多

発する豪雨災害など昨今の災害発生状況を踏まえれば、残り２校の小学校体

育館への空調機設置も急ぐべきである。全国的に小中学校体育館への空調設

置率が低いため、国も補助メニューを強化する方向に動いている。この機会

を捉えて国の補助金をフルに活用すれば町の財政負担も少なく設置出来ると

考える。 

２． 消防団等活動推進事業 

消防団の団員確保と活動維持及び各分団の円滑な運営をサポートするた

め、「消防団分団運営補助費制度」が新たに創設された。すぐに成果が出る制

度ではないが、火災だけでなく多発する自然災害時に重要な役割を担う消防

団員の確保に向けて、意義のある制度と考えている。 


